
提出日:  

製品情報 

モデル名（バージョンを含む）：

製品の GTIN-13（JAN コード）： 

製品種別 

製品概要： 

製品紹介URL：  

参照チェックガイドのバージョン ： (現在の最新版は Ver.1.3.1 です) 

GS1標準適合シンボル 

☐ EAN/UPC ☐ ITF ☐ GS1-128 ☐ GS1 データバー

☐ GS1 データバー合成シンボル ☐ GS1 データマトリックス ☐ GS1 QR コード

問い合わせ先 

注：問い合わせ先を含むこのページは全て GS1 Japan の HP上に公開されます。 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

会社名： 

担当： 

TEL： 

E-mail:

文書識別番号（GDTI） 

注：ここには何も書かないでください。 

GS1 AIDC標準 自己適合宣言書 

（GS1標準バーコード読取ソフトウェア用） 



11.5.1 バーコード読取ソフトウェア①EAN-13、UPC-A、UPC-E（2 桁、5 桁アドオン含む）及び

EAN-8 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 
①EAN-13、UPC-A、UPC-E（2 桁、5 桁アドオン含む）及び EAN-8

JIS X 0507 に則って正しく読取りができる。

任
意
項
目 

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。 

（外部出力機能がない場合は、対象外）

その他の機能（自由記入） 

企業名︓

製品名︓



11.5.2 バーコード読取ソフトウェア②ITF 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 
②ITF

JIS X 0505 に則って正しく読取りができる。

選
択
必
須
項
目 

本製品が画像処理したデコードデータを、外部出力する機能がありますか。 

はい いいえ 

※「はい」の場合、下記は必須項目です。

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。

その他の機能（自由記入） 

企業名︓

製品名︓



11.5.3 バーコード読取ソフトウェア③GS1-128 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 
③GS1-128

JIS X 0504 に則って正しく読取りができる。

データ処理 
JIS X 0504 に則って「データセパレータとしての FNC1」を正しく処理する

機能を備える。 

選
択
必
須
項
目 

本製品が画像処理したデコードデータを、外部出力する機能がありますか。 

はい いいえ 

※「はい」の場合、下記は必須項目です。

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。

その他の機能（自由記入） 

任
意
項
目 

データ伝送 

指定されたデータ項目だけを切り出して伝送する機能を備える。 

指定されたデータ項目順に編集して伝送する機能を備える。 

企業名︓

製品名︓



11.5.4 バーコード読取ソフトウェア④GS1 データバー 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 

JIS X 0509 に則って正しく読取りができる。 

④GS1 データバー

標準型（Omnidirectional） 

標準二層型（Stacked Omnidirectional） 

拡張型（Expanded） 

拡張多層型（Expanded Stacked） 

限定型（Limited） 

切詰型（Truncated） 

二層型（Stacked） 

データ処理 
JIS X 0509 に則って「データセパレータとしての FNC1」を正しく処理する機

能を備える。 

選
択
必
須
項
目 

本製品が画像処理したデコードデータを、外部出力する機能がありますか。 

はい いいえ 

※「はい」の場合、下記は必須項目です。

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。

その他の機能（自由記入） 

任
意
項
目 

データ伝送 

指定されたデータ項目だけを切り出して伝送する機能を備える。 

指定されたデータ項目順に編集して伝送する機能を備える。 

企業名︓

製品名︓



11.5.5 バーコード読取ソフトウェア⑤GS1 データバー合成シンボル 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 

ISO/IEC 24723 に則って正しく読取りができる。 

⑤合成シンボル

GS1 データバー限定型 CC-A 

GS1 データバー二層型 CC-A 

データ処理 
ISO/IEC 24723 に則って「データセパレータとしての FNC1」を正しく処理

する機能を備える。注） 

選
択
必
須
項
目 

本製品が画像処理したデコードデータを、外部出力する機能がありますか。 

はい いいえ 

※「はい」の場合、下記は必須項目です。

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。

任
意
項
目 

データ伝送 

指定されたデータ項目だけを切り出して伝送する機能を備える。 

指定されたデータ項目順に編集して伝送する機能を備える。 

注）データセパレータとしての FNC1 の伝送方法は GS1-128 シンボル（JIS X 0504）と同一。 

その他の機能（自由記入） 

企業名︓

製品名︓



11.5.6 バーコード読取ソフトウェア⑥GS1 データマトリックス 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 
⑥GS1 データマトリックス

JIS X 0512 に則って正しく読取りができる。

データ処理 
JIS X 0512 に則って「データセパレータとしての FNC1」を正しく処理する機

能を備える。 

選
択
必
須
項
目 

本製品が画像処理したデコードデータを、外部出力する機能がありますか。 

はい いいえ 

※「はい」の場合、下記は必須項目です。

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。

任
意
項
目 

データ伝送 

指定されたデータ項目だけを切り出して伝送する機能を備える。 

指定されたデータ項目順に編集して伝送する機能を備える。 

その他の機能（自由記入） 

企業名︓

製品名︓



11.5.7 バーコード読取ソフトウェア⑦GS1 QR コード 

製品種別 

デコードエンジン ソフトウェアモジュール（組込みソフト）

アプリケーションソフト（デバイス＋ソフトウェア） アプリケーションソフト（パッケージソフト）

クラウド型アプリ（SaaS 形式） その他（     ） 

チェック項目

機能分類 機能確認項目 チェック欄

必
須
項
目 

読取機能 
⑦GS1 QR コード

JIS X 0510 に則って正しく読取りができる。

データ処理 
JIS X 0510 に則って「データセパレータとしての FNC1」を正しく処理する機

能を備える。 

選
択
必
須
項
目 

本製品が画像処理したデコードデータを、外部出力する機能がありますか。 

はい いいえ 

※「はい」の場合、下記は必須項目です。

シンボル体系

識別子

デコードデータの先頭に JIS X 0530（ISO/IEC 15424）で 

規定されたシンボル体系識別子を付加する機能を備える。

任
意
項
目 

データ伝送 

指定されたデータ項目だけを切り出して伝送する機能を備える。 

指定されたデータ項目順に編集して伝送する機能を備える。 

その他の機能（自由記入） 

企業名︓

製品名︓
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